


知識（ことば）の意味や
働き、使い方を考えな
い

知識が動かせない

死んだ知識になる

記録に残らない

知識（ことば）の意味や
働き、使い方が修正・
変化する

知識を動かせる

生きた知識になる

思考をコントロール
できる

暗記で覚える 思考・経験で覚える
どれだけ
この経験を
積むか





表面的な理解
（浅い読み）

本質的な理解
（深い読み）

言葉や文を、

「こんな感じバイアス」
を通して読む

言葉や文を、

「変な感じバイアス」
を通して読む

豊かなイメージ・価値・真理・美

一人でできる

一人では難しい



『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
よ
り

学習指導書より



『
一
つ
の
花
』
よ
り

学習指導書より



『
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
』
よ
り学習指導書より



たのしい理科 ６年 より



「こんな感じ
バイアス」を
通した読み

違和感・
謎をもつ

問題を
もつ

解決する 深い読み

一人でできる

「変な感じバイアス」を通した読み

一人では難しい。友だち・学級の力が必要

一人でできる

一人でできる

当たり前のよ
うに読んでし
まう

読みの違いを、
問題として意
識できない

言葉の意味や
ニュアンスを
適用できない

一人でできる

友だちの力を借りながら、
学習過程を積み重ねること
で、少しずつ「一人ででき
る力」（個人の学習能力）
を高めていくことが可能と
なる。
それが協働学習の価値。

リアルな
映像として
見たような感動

「いい話だ」
で終わり



国
語

三
上

わ
か
ば

よ
り



「すぐれた小説家は、最も大切な宝物をみすみ
す見えるところに置いたりはしない、隠すのだ」「小説
家はどうやって宝物を埋め込むのだろうか。その一つ
の方法は、肝心な事柄を省略して書かないことであ
る。」「言葉の隙間こそが重要な働きをしている」「小説
の重点は因果関係（プロット）に置かれており、『なぜ
か』という問いを満足させるために書かれたもの」

（石原千秋 『未来形の読書術』)

「とにかく、大切なのは、立ち止まって、『どうして？』
と考えてみることだ」「会話の中で、聴く気のない相手
に対して、人が『この人に話しかけてもしかたない』と
そっぽを向いてしまうように、『なぜ？』という疑問を持
たない人には、本は永遠に口を閉ざしてしまうだろう」

（平野啓一郎 『本の読み方－スローリーディングの実践－』）

わざわざ隠された宝物は、
「こんな感じバイアス」では、
見つけられない。

わざわざ隠された宝物は、
「変な感じバイアス」を通してこそ、
見つけられる。

⇒ 授業の価値
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「こんな感じバイアス」

からの

脱却をめざす！







「ひろがる言葉」小学国語６上
（教育出版） より

①②③④⑤



⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯



⑰

⑱⑲⑳㉑㉒㉓㉔

㉖㉗㉘㉙ ㉕







子どもの言葉が育つ条件

〈乳幼児期〉１乳児期からたくさんの豊かな言葉を周囲の人からかけられること（聞くこと）

２周囲の人の言葉をまねて発すること

モデル ＝大人・保育者

〈児童期〉 モデル ＝大人・教師・教科書

教科書教材をモデルとして…

言葉の意味・働き・使い方・言葉の関係性・言葉の選択・
文章の明快さ・文章構成の面白さ・表現の工夫
言葉の価値・言葉のもつ力・言葉と文が宿す美

などに触れることを繰り返す。そのための授業を積み重ねる。

⇒ 言葉の力を育てる ⇒ 人を育てる

これらの発見は、
集団でこそ
高まる！


